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CALLに よる英作文指導の利点と検討課題
―1999年 度京都大学全学共通科 目英語IIに おける実践を例 に―

楢和 千春

1.0 は じめ に

 従来、英作文は紙 と鉛筆 で書かれ、教官がそれに赤ペンで添削す るとい うかたちで指

導が行われてきた。 しかし、コンピュータの普及に伴って、文章を書 くとい う行為 を取

り巻 く状況は一変 した。ある程度長さのある、まとまつた文章はコンピュータでワープ

ロ ・ソフ トを用いて言 くことが当たり前 となり、さらに、1990年 代のイ ンターネッ ト

の急速な発展によって、ネ ッ トワークに接続 された環境でさまざまな情報 を検索 しなが

ら、また、電子メールを通信手段として活用しながら、文章を書くことが社会では一般

的 となった。情報収集 と文章作成、そ して伝達とい う一連のプロセスに用い られ る手段

が大き く変化す る中で、英語によるコミュニケーション能力の育成 を目的とする英語教

育の場、特 に英作文の授業 においても、ネッ トワーク環境でコンピュータをメディア と

して用い ることは必要不可欠である。新 しいコミュニケーシ ョンの手段を取 り入れ る

ことは、社会で必要な技術 を学生に学ばせるという以上に、授業の本質を変えるとい う

ことである。

 学生はインターネッ トや電子メールを用いて世界中の資料、人、学習環境にアクセ

ス し1、そ こで得 た知識を英作文に活用す ることができる。そ して、英作文を調査、分

析、文章作成、発表 とい う一連のプロセスの中に位置付 け、思考 とコミュニケーシ ョン

の基礎 となる能力を総合的に育成することが可能 となる。

 コン ピュー タを用 いた語 学学習 は、コンピュー タ支援型語 学学習(Computer-Assisted

Language Learning;CALL)と 呼 ばれ 、すで に多 くの教育機 関で取 り入れ られ てい る。

CALLを 導 入 す るとつ ぎの よ うな効果 があ る2。(1)実 際 の経験 に よる学習 (2)学 習

の動機 付 け の強化 (3)学 生 の成績 向上 (4)生 き た 教材 (5)イ ン タラ クテ ィ ヴな

 1Levy(1997:31)は 、 イ ンター ネ ッ トが90年 代 の語 学学習 に もた ら した効 用 を"greater access to

materials, people, and learning environments"で ある と特徴 づ けてい る。 学習 環境 とは 、仮 想現 実 の技

術 やチ ャ ッ ト機 能 を利 用 したプ ロ グラム を語 学学 習に応 用 したシ ステ ムを主 に指 す。 ネ ッ トワー ク上 で 同時

に ログイ ン して い る複 数 のユ ー ザが 「空間Jを 共 有 し会話 す るこ とが でき る。
2Lee(2000:1)
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学習 (6)学 習の個別化 (7)多 様な情報源 (8)国 際理解。本稿では、まず、CALL

がどのような理論的アプローチに基づいて語学学習に利用されてきたか、その歴史を振

り返 り、ネ ッ トワークに接続 されたコンピュータをメディア として用いることが、背景

にある理論的アプローチと不可分であることを述べる。 さらに、インターネ ット上で英

語が実質、公用語の役割を果た していることから、情報活用能力と英語力も不可分であ

ることを述べる。 これ らの要因によって英作文をCALLで 指導す る必要性が生 じるこ

とを指摘 し、さらに、筆者がティーチング ・アシスタン トを務めた1999年 度京都大学

全学共通科 目英語IIの 授業を実践例 として取 り上げ、授業がめざした 目標、実践を通

して把握 された利点 と検討課題 を主にネ ソトワークの利用の観点か ら考奈する。

2.0 なぜ 、CALLで 英作 文 を指導す るの か

 上で述べた(1)か ら(8)ま での効果は授業内容にもよるが、CALLで 英作文を指導

する場合にも一般に期待 される効果である。 ここでは、CALLで 英作文を指導する背

景理 由を述べる。

2.1CALLと コ ミュニケー シ ョン ・ア プローチ3の 相 互依 存的 関係

 語学学習に機械を利用するとい う点では、従来もLanguage Laboratory(LL)教 室

で音響 ・映像機器 を用いた語学学習が行われてきた。LL教 室にコンピュータを導入

し、CALL教 室へとグレー ドア ップすれば、個人の習得ス ピー ドに合わせた学習 プロ

グラムの多様化、学習履歴や成績の管理などを行 うことができ、マルチメディアによる

語学教育の効率化を図れ る。LL教 室が語学学習専用設備であるのに対 し、 CALLは

必ず しも専用でなくてもコンピュータがあれば、規模、機能 ともさまざまなレベルで導

入することが可能 となる。 しか し、CALLとLLの 大きな違いは、 LLは 個別のブー

スで視聴覚教材を用いて発音練習や会話パターンの反復練習をするシミュレーシ ョン

であるのに対 し、CALLは ネッ トワークに接続することで、実際のコミュニケーシ ョ

ンのメデ ィアとなることである。CALLが どのように利用 されているかは多岐にわた

る。音声認識プログラムによる発音練習教材や リスニング教材 、語彙や文法のテス トや

ゲームなど、さまざまな ソフトが開発されているので、このよ うなソフ トを用いること

もできる。 しか し、CALLの 真価はネ ットワークに接続 して教室 とい う空間的制約を

3Communicat咩e Language Teaching(CLT)
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超えることで発揮 され る。以下では、なぜ、ネ ットワー ク環境でCALLを 用いる必要

があるのかにっいての背景 を述べる。

 CALLの 利用の歴史を振 り返ると、 CALLは その時代のコンピュータの もつ能力の

限界 と共に、技術 を語学学習に如何に利用するかとい う理論的背景、すなわち、語学学

習に対するアプローチ と相互依存的関係 にあることがわかる。

 語学学習におけるコンピュータの利用はすでに1960年 代から始まってお り、現在

に至る約40年 間を技術の利用方法の特微によって三つの時期に分けることができる4。

そ して、それぞれ の時代区分は背景 となる語学学習のアプ ローチに対応 している。60

年代か ら70年 代にかけては、行動主義的アプローチが全盛であ り、語学学習における

刺激一 反応パターンの繰返 しを重視 した。 したがって、 コンピュータの利用も ドリル

を作 り、学生に機械的に反復練習 させ ることに終始 した。 このよ うに授業内容が画一的

であったのは、一つには、当時の技術に限界があったからでもある。 当時は大型のメイ

ンフレーム ・コンピュータしか用いることができず、また、プログラ ミング言語 にも融

通性が無かった。70年 代後半から80年 代にかけては行動主義的アプローチのもつ硬

直性 、全体性 に対する批判 が行なわれ、実際の言語使用の場に即 した環境で、コミュニ

ケーションの手段 として語学を学ばせ ようとい うコミュニケーション ・アプローチが主

流 となった5。 語学は具体的な社会的場面においてコミュニケーシ ョンを成立させると

い う課題を学生に与えると効率的に習得することができ、それは同時に、語学学習の真

の 目的である習得対象言語によるコミュニケーシ ョン能力の育成にも資す る6。80年

代にはパー ソナル ・コンピュータが出現 し、コンピュータの利用が身近にな り、また、

プログラ ミング言語の高級化に伴つて、教官が自分で教育用 ソフ トを開発することも可

能 となった7。 学生がそれぞれのコンピュータでテキス ト再構成、空所穴埋め問題、速

読教材 、シミュレー ションや語彙ゲームな ど、さまざまなプ ログラムを使って自分の

ペースで学習を進めることも可能 となり、語学学習が教官主導から学生主導へ、また、

画一から個別へと変化す る兆 しを見せた。90年 代には、コンピュータのネ ッ トワー ク

4Levy(1997:13)
,Lee(2000:1)

SLevy(1997:22)
, Singhai(1997:1-2), Lee(2000:2)

6コ ミュニ ケ～ シ ョン ・ア プ ロー チが現 在の英語 教 育を考 え る上で 強力 な理論 的背 景 とな ってい る こ とは
、

た とえ ば、文 部省 の2000年6月30日 付 け 「英語 指導方 法等 改善 の推進 に関 する懇 談 会審議 経 過報 告」 〈

http://www.monbu.go・JP/news/00000480>[2001.9.15―]を 見 る とよ くわ か る。 「英語 に よる基 礎 的 ・

実践 的 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を しっか りと身 に付 け るこ とは、国際 化が 急速 に進 む今 日、極 め て重要 な課

題 であ る」 と述 べ 、 「指 導 内容 につ いて も、実践 的コ ミュニ ケー シ ョン能力 を育 成す るた め、言 語 の実 際 の使

用場 面 に配慮 した指 導 の充 実 を図 り、実 際に 聞いた り話 した りする な どの コ ミュニ ケー シ ョン活動 を多 く取

り入 れ る こ と」 と して い る。
7Levy(1997:23)
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化 が急 速 に進 み 、ネ ッ トワー ク環境 で コン ピュー タを用 いる こ とが一般 的 とな った。 イ

ンターネ ッ トや電 子 メール の普 及 は、語学学習 の コ ミュニケ ー シ ョン ・アプ ロー チを さ

らに徹 底 した方法 で行 な うこ とを可能 に した。 す なわち 、シ ミュ レー シ ョンでは な く実

際 の コ ミュニケー シ ョン として、 学生 に習 得対象 言語 を用 い させ る こ とであ る8。

 英作文の授業に則 して言 えば、電子メールでネイテ ィブ ・スピーカーと通信 した り、

英語でホームページを作成するとい う活動を通 して、語学教育用に編集 されたのではな

い、実際の言語使用の場に学生を置 くことができる。それは学習 とい う二次的な 目的の

ためではなく、コミュニケーションとい う本来の 目的のために英語を用いさせ ることで

ある。 ここに至って、コミュニケーションはもはや コンピュータをどのように語学学習

に利用するか とい うアプローチの問題ではな くなる。 コンピュータを用いること、す

なわち、コミュニケーションとなる。授業の手段(コ ンピュータ)と 目的(英 語によるコ

ミュニケーシ ョン能力の育成)が 相互依存 とい うよ りは一体化すると言えるほど緊密に

統合化 され るのである。

2.2英 語力と不可分な情報活用能力

 文部省の2000年6月30日 付けの 「英語指導方法等改善の推進に関する懇談会審議

経過報告」は、「高度情報通信社会に生きる子供たちが、情報活用能力を身に付 けるこ

とは重要な課題であり」と述べ、イ ンターネ ットや電子メールを積極的に活用すること

を提言 している。ただ、それに続けて 「情報機器の活用能力 と並行 して、必要な英語力

の育成にも配慮す る」と述べているところを見ると、情報活用能力 とは情報通信機器を

取扱 う能力を意味 していると思われる。 しか し、本来、情報 を活用する力とは、情報を

収集 し、分析 し、新 しい知識に編集加工して文章化 し、伝達するとい う思考 とコミュニ

ケーシ ョンの一連のプ ロセスを実行す る力である。現在イ ンターネ ット上で公開され

ている情報は、ほ とん どが英語で書かれている。その適否は別 としても、インターネ ッ

トの 「公用語」は英語であるとい うのが実情である。インターネ ッ トで情報を収集 し、

または、発信 しようとするとき、より多くの情報を集め、よ り多 くの人々に情報を伝達

しようと思えば、英語力が必要不可欠 となる。インターネッ トや電子メールを用いた情

報活用能力は英語能力の育成と不可分である。

 8実 際 の言 語使 用 の場 で、 コミコ.ニケ ーシ ョンと して語 学 を学 ばせ る手段 を提 供 で きる こ とがCALLの

特 徴 であ る。Levy(1997:23), Singhal(1997:2), Cunningham(2000:1), Lee(2000:2)。
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3.0 京都大学全学共通科 目英語IIに おける実践

 上で述べた背景理 由から、CALLに よつて英作文を指導する必要があることがわか

る。つぎに、ひとつの例 として京都大学における実践を紹介する。

3.1授 業 の 目標

 コンピュー タの音声 ・画像処理能力は急速に進歩しているが、思考内容 を伝達する

手段 としては、いまだ文字情報が主流を占めている。 したがって、近年、語学教育にお

いてオーラル ・コミュニケーシ ョンが重視される傾向にあるとはいえ、語学の4技 能、

すなわち、「読む」「聞く」「書 く」「話す」の うち、文字情報に関わる 「読む」「香く」を

中心に英語を指導する授業の必要性は決 して低下していない。 しか し、コミュニケー

ション能力を育成す るとい う観点からは、情報の受信 と発信の双方向性 に配慮 した指導

を行なわなければならない9。 それゆえ、英語で 「読む」「書 く」ことを別々に指導する

のではな く、有機的に関連づけた上で英語による文章作成能力を向上 させることが要求

される。インターネ ッ トや電子メールの活用は必須の指導項 目である。イ ンターネッ

トや電子メールを用いずには社会活動に支障を来たす とい う現在の状況を考えると、授

業の一部で利用す るとい うよりも、これ らが無ければ授業が成立 しない とい うほどの基

本的メディアとして用い、使い方に習熟 させなければならない。そ して、単にインター

ネ ッ トや電子メールが 「使える」とい うにとどまらない、メディアを用いて得た情報の

活用能力を含 めた英語力を育成 しなければならない。従来の英作文の授業は文章作成

に焦点が絞 られていたが、これからは4技 能の区分を超 えた、また、語彙や文法 といっ

た対象言語についての知識の授受にとどまらない、情報活用能力とコミュニケーション

能力の育成をめざ した授業へと発展 させなければならない。

3.2授 業の進め方

 上で述べた目標を達成す るような授業として、学生にホームページを作成 させ、ウェ

ブサイ トで公開す るとい う課題を与える。学生は個人ではな く、グループ活動 として

ホームペー ジを作成する10。 クラス全体の大きなテーマをひとつ設定 し、そゐ下位項 目

 9「21世 紀に おい ては イ ンターネ ッ トに よるコ ミュニケー ションが 更に重 要 にな るので 、かな りの量 の文

献 を読み こなす とともに発信 す る力 が要求 され るこ と とな る。」(厂英 語指 導方 法等 改善 の推 進 に関す る懇 談会

審議 経過 報 告」<http://www.monbu.go.jp/news/00000480>[2oO1.9.15.])
isCALLに よ る英 作文 の指 導 と して は

、他 に も電子 メールで文通 す る、 日誌 をつ け るな どの例 もあ る。 こ
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を構成す るテーマをそれぞれのグループの話 し合いによって決めさせ る。 さらに、 グ

ループのテーマの下位項目を学生が分担 し、個人のテーマ として英語で作文す る。この

よ うにテーマを有機的に関連づけることで、学生の英作文は個人的作業であると同時に

グループの共同作業 ともなる。

 授業では、まず、ワープロ ・ソフ トやインターネ ッ ト、電子メールの基本的な使用法

を教え、コンピュータ ・リテラシ教育を行な う。 これ らのメディアの使い方に習熟 させ

ることは、授業の主要な指導項 目であるので、授業で行な う作業はすべて これ らのメ

ディアを用いて行 なわれ ることが望ま しい。た とえば、登録の手続 きや出欠 などの事

務、授業スケジュールの連絡、授業で用いる資料の配布などもクラスのホームページで

行な う。つぎに学生を少人数のグループに分け、グループのテーマ とその下位項 目とし

ての個人のテーマを設定 させ、英語で作文させる。一度に長文を書かせて学生の負担が

大きくな らないよ うに、個人テーマについて部分的に少 しつつ定期的に定量の英作文を

書かせ、電子メールで提出させ、添削結果を返信 し、改訂 させるとい うサイクル を繰返

す。プロジェク トの最後に、書きためた短い作文を集めて全体としてひとつのテーマに

ついての作文が構成 され る。

 さらに個人の作文を集 めてグループのホームページを作成 し、クラスの ウェブサイ ト

で公開させ ることによ り、英作文を書くとい う行為を個人的作業に とどめず、統合 され

たテ クス トに編集 する共同作業へ と展開 させていく。編集作業は電子メデ ィアを用い

ているので容易であ り、学生は授業以外でも電子メールによるファイルの送受信によっ

て、時間 と場所の制約を受けずに共同作業を進行 させることができる。また、インター

ネ ット上で公開す るとい う実際の 目的を持って、不特定多数の潜在的読み手 とその反応

を想定することは、単にモノローグではない、コミュニケーションを成立させる文章を

書 く必要性 を学生に意識 させ、情報伝達能力の育成にも寄与する11。

 ま た 、この よ うにひ とつのテ ーマにつ いて ま とま った量の作文 をさせ ると、学生 は必

然 的に調査 、分析 の過 程 を経 なければ な らない。 したが って、この授 業 は、情 報活用 能

力 とコ ミュニ ケー シ ョン能力の育成 を同時に図 るこ とを可能 に し、情報 リテ ラシ教育 と

英語 教 育は不 可分 に結 び付け られ る12。

のような例を含めて、電子メールを用いると思いついたことを気軽に伝え合えるので、グループ活動として

作文する(Collaborative Writing)こ とが容易になる。個別に書いた文章を編集するのではなく、二人で
ペアとなり、ブレイン・ス トーミングの段階から電子メールを通して共同で作文 していく例もある(Belisle,

1996:4)。 テーマを設定し、それにっいて調査して書く共同プロジェクトを行なわせると、情報をただ受け

取るだけではなく、新たに組み立てようという態度が生まれる(Lee,2000:3)。

 11実 際 の読 み手 が い る と、読 み手 を惹 きつけ る ように、 また 、説 得 力の あ る文章 を入 念 に書 くとい う効果

が あ る(Cunningham 2000=3),(Lee 2000:3-4)。

12京 都大学 総合情 報 メデ ィアセ ンターはCALLシ ステ ム導 入の 目的をつ ぎの よ うに述べ ている。 「情報 リテ
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3.3授 業の実際

 ここで実践例 として紹介する英語IIの 授業は、筆者の指導教官である京都大学人間 ・

環境学研究科助教授Dr。 Juan Leonisが 担当 し、1999年 度通年で、学部の2,3年 生

を対象に行われた。筆者はDr. Leonの テ ィーチング ・アシスタン トとして、学生の

英作文の添削を主とす る補助業務を行った。学生数は一クラス平均33名 、授業は京都

大学情報メディアセンターの情報処理演習室14で 一人一台のパー ソナル ・コンピュータ

を使 って行われた。 また授業時問外にも、学生の所有するコンピュータや、図書館や総

合情報メデ ィアセンターのオープンスペース ・ラボな どの学生に開放 されて『いるコン

ピュータを利用 して、任意の時間にインターネ ットに接続 し、情報検索や課題の送受信

を行 うことが学生には要求された。授業を通 して学生に達成 させるべき 目標 は、コン

ピュータの基本的使用法に習熟させること、インターネッ トや電子メール を用い、テー

マについて情報収集 し、英語で文章を作成 させ ることだった。 この 目標の達成 のため、

さらに、学生の作文を実際のコミュニケーションの場に置き、学生に読み手の存在を意

識 させるため、クラス全体のテーマとして日本を取 り上げ、日本について外国に説明す

る文章を書いてホームページを作成 し、学期末にインターネ ットで公開することを英作

文の 目的 とした。

 学生には年間を通 してパー ソナル ・プロジェク トひとつ と、グループ ・プ ロジェク ト

を半期にひとつづつ、計三つを計画 し、遂行することを要求 した。 グループ ・プロジェ

ク トではe学 生を5、6人 つつのグループに分け、それぞれのグループに 日本を紹介す

るとい う目的に沿 う具体的テーマを設定 させた。 さらに どのよ うな項 目について書 く

必要があるかを検討 させ、学生は自分の担当す る項 目について英語で作文 し、各自が書

いた文章が全体 としてグループのホームページを構成するようにした。 これ とは別に

パー ソナル ・プロジェク トとして学生に自由にテーマを設定させ、英語で作文 させた。

ラシ教 育 と発信型 語学 教育 を有機的 に結合す る教育環境 を提 供 し、将来 の情 報化社 会、国際社 会 を支 える人材養

成 に貢献す るこ とを 目指 し従 来の 『読む』、『聞 く』の受信型 教育か ら 『話 す』、『書 く』の発信型 教育 の支援 に重 点

を移 して い きた い と考 えてい る。」<http://www.media.kyoto―u.ac.jp/organizatioR/lang/docl.html

>[2001.9.15.】 実際 の コ ミュニケ ー シ ョンで は受 信 と発 信は双方 向的 に行 われ る。 この授 業で は、学生 は

イ ン ターネ ッ トや 電子 メール を用 い た情報 収集 の過程 で膨 大 な量 の英 文 を読 む必 要 に迫 られ るの で、受 信 と

発 信 を有機 的 に 関連 付 け られ る。 イ ン ターネ ソ トや電 子 メール を利 用 した 語学 教 育 の可能 性 は、 メデ ィァ セ

ン ター の検 討課 題 で も ある。

 13Dr. Juan LeonのCALLの ホ ー ム ペ ー ジ:〈http:〃www.media.kyoto-u―ac.jp/"jleone/〉

[2001.9.15.]。 現 在 は1999年 度 の 資 料 を 閲 覧 す る こ と は で きな い 。

 14従 来のLL装 置 とパー ソナル ・コン ピュー タを統合 したcALL教 室 もあ り、60名 分 のブー スが備 え

られ てい る。1999年 度 のDr. Leonの 授 業 は、ネ ッ トワー クに接 続 され たパ ー ソナル ・コン ピュー タを学

生が 自由に使 え る環 壌 で あれ ば 、語学 教育 専用施 設 でな く とも可能 だ つた。
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グル ー プ ・プ ロ ジェ ク トとパ ー ソナル ・プ ロジェ ク トの別 を問 わず 各 自の執 筆テ ーマ

につ いて 、学生 には二 週間に一度 、250wordsの 英 作 文 を電子 メール で提 出す る こ と

を課題 と して 義務 付 けた15。 学 生の都合 に よって は250wordsの 作 文 に代 えて 、任 意

の新 聞記 事等 の125words程 度 の要約 を提 出す る こ とも認 めた16。 電 子 メール はDr.

Leonと テ ィー チ ン グ ・ア シスタン トに よって添 削 され 、学生 に返信 され た。 学生 は要

求 され た修 正 を加 えて、最 終版 を再送信 した。

 英語で作文をす るにあたって、学生はインターネ ッ トや電子メール を用いて情報収

集するように奨励 された。学生は、正確な英語を書 くために海外の英語教育に関連 した

サイ トにアクセス し、文法や語法を解説 したページを利用 し、また、各 自の設定 した

テーマについて検索し、情報を集めた。ホームページとして公開することを目的 として

いるので、学生は書きためた文章に画像を添付 した り、統計データをグラフ化するなど

視覚効果 も考慮に入れた作業を各自の能力に応 じて行った。学生の英作文は、グループ

内の編集責任者によって学期末にFrontPageな どのホームペー ジ作成 ソフ トで編集 さ

れ、グループのホームページ として、Dr. Leonが 管理するクラスのウェブサイ トで

公開 された。学生の成績評価は、授業への出席 と提出された課題の種類と回数によって

得点を合計 した。

4.0 利点 と検 討 課題

 上で述べた授業の利点と検討課題を主にネ ッ トワー ク環境の利用 とい う観点から考

察す る。

4.1電 子 メー ルの 利用

 実践例では電子 メールは主に学生が課題 として書いた英作文の提出と添削結果の送受

信に用いられた。また、学生か らの質問は教室外でも電子メールを用いて受け付けた。

電子 メールは教官 と学生との間のコミュニケーションの質 を変える。従来の教室での

一斉授業では、教官 と学生との間のコミュニケーシ ョンは限定された時間と空間の中で

行われた。電子メール を使 うことにより、時間と空間の制約がなくなる。その結果、ま

ず、質問一 返答のコ ミュニケーションに好ま しい影響が もた らされる。学生はいっで

15授 業 回数 は曜 日に もよる が通 年で24回 前後だ ったの で、学 生の総 作 文量 は単純 計算 で3000wordsほ

どにな る。
16た だ し、配 分 され る得 点 は低い ので、 要約 の提出だ けで 単位 を得 るこ とは できな い。
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も思いっいた ときに教官に質問を送ることができる。また、教官 も授業時間中に多くの

学生からの質問に答 えなければならない とい う事態を避 けることができ、質問に応答す

る仕事を任意の時間、場所に分散することができる。 さらに、電子メールを含むネ ッ ト

ワーク環境 を利用 したコミュニケーションは、人間関係の立場の上下をあま り意識 させ

ず、発言機会を均等化す る効果をもつ17。 実践例の場合のように教官が英語のネイティ

ヴ・スピーカーである場合はなおさら、学生は教室において英語で質問することをため

らう傾向がある。電子メールを使 うと、質問の内容を熟考 し適切な英文を書 く余裕が生

まれる18。 電子 メールは積極的に質問をしようとす る態度を育む。

 また、課題提出 と添削結果の返却 においても多 くの利点が生ず る。第一に、学生に

とっては、 どこか らでも任意の場所か ら課題を提 出で き、教室に出向いて提 出す る必

要がなくなる。空間的制約の解消のほか、課題の提出期限が定め られていて も、必ず

しも教官の勤務時間中に提出する必要はないため19、限定的ながら時間的制約 も解消 さ

れ る。

 第二に、教官の側 にも利点が生ずる。Warschauer(1995)は 、電子メールを使 うと

課題を集 める時間に幅を持たせることができ、送信されてきた順番 に添削 して返信すれ

ばよいので、教官は仕事量の分散ができると述べている20。 作文教育においては文章を

作品として一度に完成 させるよりも、書くプロセスを重視する。この観点に立ち、実践

例では細かく一語一語訂正す る添削方式をとらず、文法や語法の誤 りを指摘 し、学生が

自ら正確な文に修正 して再提出することを求め、場合によっては再 々提出を求めること

もあった。再提出については特に期限を定めず、教官またはティーチング ・アシスタン

トが十分 に修正 された と認 めた場合、学生の個人情報及び学習記録を管理す るデータ

ベースに課題が達成 され たことを記録 し、学生の個人別 フォル ダに提出された英作文を

ファイル として保管 した。このように作文のプロセスを重視 し修正を重ねてい く場合、

電子 メール を用 いて教官 と学生 との間のコミュニケーションに時間 と空間の制約 をな

くす ことは、教官 と学生双方の仕事量を分散させ、効率的な学習 を可能にす る。また、

電子メディアでは、紙 と異な り、ファイ リングが容易であ り、修正の履歴やプロセスを

保存 して、指導す る側がモニターできる21。

17Warschauer(1995:45)

18電 子 メー ル は英語 を母語 と しな い人々 に とって、電 話 よ りも自分 の意 志 を通 じさせ るの に適 した メデ ィ

ア であ る と言 え る。 ま た 、同 じ文字 に よる通信 メデ ィア であ る手紙 や ファ ックス よ りも簡 便 で瞬 時に送 信 さ

れ る とい う点で優 る。 これ らの 実用 的観点 か らも英 作文 の指 導 に電子 メー ル を使 う必要 が あ る。
19二 週 間に一 度 の課 題提 出は曜 日で指 定 し

、時 聞は指 定 してい なか った。
20ibid .,pp.33-34.
ziBelisle(1996:2)
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 第三に、第二の点の帰結 として、さらなる効果を挙げることができる。Warschauer

は、教室で特定の時間に一度に課題をQ収 し、添削結果 を返却する とい う従来の方式 に

比べ、電子メールで受 け取った順に添削し、迅速に学生に返信すると、学生の学習に対

するモチベーションを高めると述べている22。確かに教室で課題 と添削結果の受け渡 し

を行えば、課題提出か ら添削結果の受け取 りまでの時間がかか りすぎ、学習効果が上が

りにくいのである。

 しか し、課題 の送受信に関しては検討すべき課題 もある。学生に一定の期間に一定

量の英作文を書かせるためには、学生になるべ く頻繁に、そ して、必ず課題を提出 させ

る必要があるが、そのために提出期限を定め、その結果、課題の提出が期限 日に集中す

れば、第二の利点、すなわち教官の仕事量の分散は十分に実現 されない。またそれに伴

い、すみやかな添削結果の返却とい う第三の利点を実現することも困難 となる。実践例

においては、再提 出以降は受け取った順に学生に返信 していたが、初回提出については

提出期限を定めていたので、学生によって課題提出から添削結果受け取 りまでの時間に

ば らっきがあった。 これ らの難点への対策 として、クラス全体に同 じ提出期限を設定せ

ず、た とえば、グループ ごとに異なる提出期限を設定する、とい う方法が考えられるだ

ろう。

 このような教官 と学生の間のコミュニケーションにおける利点のほか、電子メール

を用いれば学生間の連絡が取 りやす くな り、グループ活動を学生に行わせる場合、共同

作業が しやす くなるという利点もある。 この点に関 しては学生にグループ ・プロジェク

トを行なわせ ることの効果について後で述べるときに触れる。

 学内の通信に利用するだけでなく、電子メールを用いてネイテ ィヴ ・スピーカー と

の通信ができれば理想的ではあったが、実践例では授業の一環 としてそのようなコミュ

ニケーシ ョンの場を設定することはしなかった。学生がそれぞれの必要に迫られて英

語のメールを送信するに任せた。た とえば、海外の英語教育関連のサイ トを利用するに

あたって学生が質問を抱いた場合は、ホームページ管理者宛てにメールを送ってみるよ

う指導 した。 実践例においては、英作文を調査、分析、文章作成、発表のプロセスの中

に位置付け、ひとつのテーマについてまとまった量の文章を書 くことを学生に要求 し、

指導 を行なったので、日常的コミュニケーションに用いる英作文、た とえば電子メール

の書き方などは指導の対象ではなかった。また、学生に他のさまざまな種類のコミュニ

azWarschauer(1995:33)
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ケーシ ョン23を 経 験 させ た り、即時 に反応 が返 って くるオ ン ライ ン ・チ ャ ッ ト24な ど を

授 業に取 り入 れ る こ とも検討 す べ き課題 で ある。

4.2.イ ン ター ネ ッ トの利 用

 最近では多 くの辞書や事典がCD-RoMと しても販売され、コンピュー タのハー ド

デ ィスクの大容量化に伴って、印刷媒体であれば とうてい持ち歩けないよ うな量の参

考書類をノー トブック型コンピュー タにインス トール して携帯す ることも可能 となっ

た。 これ らの利点はスタン ドアローンのコンピュータで享受できるのだが、さらにコン

ピュータをネ ットワークに接続することで、利用できる情報量は無限に増大す る。実践

例においては、英語を外国語 として学ぶ人々にさまざまな情報を提供する海外の教育機

関のサイ トをいくっか学生に紹介 し、積極的に利用するように奨励 した。学生は、この

よ うなサイ トを利用 して英語の語彙、文法や語法に関する知識 を深めると共に、自分の

テーマについて情報を検索 し、国内外のサイ トか ら情報を収集 した。それ らの情報の う

ち英語の情報が 占める割合については、それぞれの学生で個人差があるだろ うが、集め

た英語の情報を読むことで学生は、教科書用に編集 されているのではない、実際の言語

使用の場における膨大な量の英語にさらされ ることになった。その結果、英語を 「書

く」だけではな く 「読む」能力も向上させることができる。 さらに、インターネッ トで

情報収集 させ、文章 を作成 させ るとい う授業の進め方は、資料 を集め、読み、正 しく引

用す るとい う、論文を書 くときに必要とされ る研究者の基本的な技能 をネ ッ トワーク環

暁において学生に身に付 けさせることでもある。

 学外のサイ トを利用 させ るだけではな く、教官 も授業のための クラスの ウェブサイ

トを作 り、学生の利用に供 した。授業に出席するにあたって必要な情報はすべてクラス

のホームページで提供 された25た め、学生はこれを頻繁 に閲覧す ることを求め られた。

登録手続きや授業方針、成績評価の基準、また、通常の授業方式であれば印刷 して学生

 23コ ン ピュー タを通 信手 段 とす るコ ミュニ ケー シ ョン(Computer―Mediated Communication;CMC)

には 、電 子 メール の他 に もニ ュー ス ・グル ー プ、掲 示板(BBS)、 メー リン グ ・リス ト、オ ン ライ ン会議 シ ス

テム な どがあ る。

 24複 数 の ユ ー ザ が イ ン ター ネ ッ ト上 で 同時 に ロ グイ ン して いる他 の ユ ーザ と会話 が で き るプ ログ ラ ム。

チャ ッ トと仮 想 現 実の技 術 を応 用 したMOO(MultiーUser Domain Object Oriented)と い うプロ グ ラム

を用 い る と、仮 想 の空間 にr部 屋Jや さま ざまなfも の」を作 って、文 章 で記述 した り、画 像を 添付 した りす

るこ とがで き る。 また 、そ の 「空 問」 を同時 に ログイ ン してい るユーザ と共 有 し、チ ャ ッ トで 会話 がで きる。

啌 間 」を記 述す る こ とで英 作 文能力 が 向上 し、また 、文字 による会 話 で即 時的 コ ミュニ ケー シ ョンを経験 で

きる とい う利 点 が あ る。

 25Dr. Leonの ホー ムペ ー ジは基 本 的に英 語で書 かれ て いたので 、学生 に と っては授 業 に必 要 な情 報 を得

るこ と 自体 がす で に英語 を学習す るこ とであ った。 必要 に応 じてテ ィーチ ン グ ・アシ ス タン トが 簡単 な訳 を

つ け るな どの手 助 け を した。
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に配布す る参考資料などは、すべてホームページで公開 され学生 に閲覧 させた。イン

ターネ ッ トを用いて情報を開示す ると、印刷する手間が省けるだけでなく、学生は任意

の時間、場所で情報を得 られるので、学生の授業への出欠状況に関わ らず、すべての学

生に周知 させることができる。学生は大学の教務で行な う登録手続きとは別に、教官の

ホームページで書式に記入 し、送信することによって授業への登録手続きを行なった。

また、授業の出欠 も学生が 自分のパスワー ドで ログインした後、ホームページで 「出

席」ボタンをク リックすると、出席 したとい う情報が教官のサーバに送信 された。出席

状況や学生が登録時に送信 した氏名、学生番号、学年、メールア ドレスなどの個人情報

は、送信 され ると自動的にサーバ上のAccessを 用いて設計 されたデータベース26に入

力 され 、事務の効率化に貢献した。 このデータベースには教官とティーチング ・アシス

タン トによって学生の課題提出の進行状況 も記録され、学生はホームページでパスワー

ドを入力す ると、自分のデータを見ることができた。このことは、学生が自分の課題達

成状況 を知 り、自ら計画的に作業を進行 させ るのに役立った。 このように授業のための

ホームペー ジを作成 し活用すると、情報伝達 と事務の効率化を図ることができる。 これ

もCALLの 利点のひ とつである。

 ホームページには学生の英語による文章作成を支援するための独 自のツールや参考資

料 を用意 した。た とえば、学生が用いる語彙や構文が限定されない ように、すなわち、

既存の英語の知識だけで作文させないで、新 しい知識 を吸収させ使用 させるために、語

彙テス トや グラマー ・チェッカーなどを用意 し、学生に積極的に使 うよ うに奨励 した。

英語に関するツールだけでなく、学生が日本について英作文する場合に参考 とな りそ う

な、日本の歴史や文化に関する書籍、事典の一覧 も作成 し、ホームページに リンクさせ

た。インターネ ッ トには無限の資源があるとはいえ、授業の内容に即 した独 自の資源を

充実 させ、 自前のホームページに利用価値を付加す ることは、学生の学習意欲を高め、

また、すべての学生が共通に学ぶべき知識を伝達す るとい う意味で も必要な ことであ

る。実践例のよ うに学生が主体的に学習を進める授業を行な う場合、学生が学ぶ知識の

内 容、量にば らつきが生 じるとい う問題がある。これは学生の語学学習の動機付けを高

め、主体的 に学習 させ るためには避け られない問題である。 しか し、クラスのホーム

ページで資料を読ませ る、あるいは、テス トを行なうなどの方法により、学生に予め教

 26イ ンター ネ ッ トを利 用 して学生 に情 報 を入 力 させ 、送信 させ るこ とに よって 、デ ー タベー スへ の入 力作

業 の 手 間 を省 く ことが で き、デ ータの収集 と記録 が容易 にな る。 デー タベ ー スの 計算機 能 を用 いて成 績 処理

を行 な うこ と もで きる。 しか し、よ り良い授 業 を 目指 して 、学 生が実 際 に どの よ うな 活動 を行 なっ たか、 どの

程 度英 作 文能 力 を 向上 させ たか な どの情報 を収 集 しデー タベー ス の機能 を十 分 に活 用す るには 、必要 なデ ー

タを特 定 し、収集 し、記 録す るだ けでは な く、デー タの分析 が 必要 で あ り、デ ー タに どの よ うな 処理 を施 し

て 出力 す るか を考 えな けれ ばな らな い。 これ は今後 の課題 で ある。
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官が用意 したツールで同 じ知識 を学ばせなが ら、あとは学生の主体性 に任せ、関心 と必

要に応 じて学ぶ知識 が自ずか ら決 まるとい う授業が可能 となる。

 さて、ホームページの利用について、これまでは情報収集 とい う観点か ら述べてき

たが、つぎに情報発信 とい う観点か ら述べる。学生が書いた英作文をウェブサイ トで公

開す ることは、不特定多数の潜在的な読み手を学生に意識 させ、英語 で作文す ることに

緊張感 と張合いを持たせ る。英作文能力の向上は、学生に教室の中で添削され、採点 さ

れ るための文章ではなく、コミュニケーシ ョンのために情報 をよ り良 く伝達す る文章を

書かせ ることによ り達成される。ひ とつ、ひとつの文が文法的に正 しく書けていても、

文章全体が何 ら首尾一貫 した意味を伝えないならば、作文能力があるとはいえない。 し

たがつて、読み手 を想定 させて書かせ ることが重要である。

 実際の読み手を得 ることで、学生の英作文は、コミュニケー ションを成立 させ る。 し

か し、読み手か らの反応 が返ってこない と、コミュニケーシ ョンが成立 したか どうか

は、わか らない。実践例においては読み手から数件のメールが送 られてきたにとどまっ

た。一方的に発信するだけでは、ウェブサイ トに英作文を公開 し学生のモチベーシ ョン

を高めるとい う目的を達成す ることはできない。海外の教育機 関のホームページに リ

ンク してもらうなど、クラスのホームページの存在を知らしめる広報活動 をすることも

今後考えなければな らない。

4.3グ ル ― プ ・プ ロジ ェク ト導入 の意義

 実践例においては、学生が所属する学部は文学部、理学部、工学部な ど一様ではな

かったので、学生の英語力にはば らつきがあった。教官 とティーチング ・アシスタン ト

は授業中に各グループを回 り、グループ ・プロジェク トのための話合いを傍聴 し、助言

を与えた。学生をグループに細分化 し、グループ間を回って、その活動をモニターする

と、単独で黙々と作文 している学生の机の間を巡視する場合 に比べ、学生の英語力や作

業の進行状況を把握 しやす く、学生ひとりひ とりの必要に応 じた効率的な指導を行な う

ことができる。ただ し、グループ作業を導入することで授業の個別化や効率化が図れ

るとい う、授業運営についてのこのような利点は、必ず しも英作文やCALLの 授業に

限 ったことではない。ここでは、 グループ作業を導入することがCALLに よる英作

文の授業において何か特別 な意義をもつか どうかについて述べ る。

 「話す」「聞く」は会話の相手がいなければできない し、「読む」は多 くの場合単独で

行な う行為であるが、複数の人間が共同行為 として行 なうこともある。思考内容を文字
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を用いて他人にも見える形で取 り出す という行為は自分 自身で行な うしかない。 「書く」

ことが単独作業で あるならば、学生を一定の時間、一定の場所に集 め、授業 として英作

文を指導することに何か意ﾘが あるのだろうか。ネ ッ トワー クに接続 されたコンピュー

タさえあれば、時間 と場所の制約をなくすことができるのだか ら、教室に出向いて時間

と場所を共有する必要はないのではないか。まして、CALLの 授業は学生が主体的に

学習を進める。 これは裏返せば、同じ場所にいなが らも学生ひとりひ とりが学習 してい

る内容が異なるとい うことである。ネ ットワーク環境で英作文を学習す ることの利点

は 自宅のコン ピュータからでも享受できる。 しか し、それにもかかわ らず、CALLに

よる英作文の学習にとってグループ作業を導入することは、非常に有意義である。

 作文教育においては作文を作品として一度に完成 させ ることより、文章を書くプロセ

スを重視す るとさきに述べた。他人に原稿を読んでもらい、読み手の反応からコミュニ

ケーションが失敗 したことを知 り、修正するとい うプロセスを繰 り返すことで、コミュ

ニケーションを成立 させる文章が完成する。単独作業が多くなると、このよ うなプロセ

スをた どることが困難 となる。学習内容の個別化が図れ るとい うCALLの 授業の長所

は、反面、学生の単独作業が多 くなるということで もある。 このような特性 を備 えた

CALLの 授業であるか らこそ、 CALLに よる英作文の授業では、グループ ・プロジェ

ク トを遂行 させることによって、学生相互のコミュニケーシ ョンを行なわせることが重

要である。

 そ して、そのよ うなコミュニケーションは、 もし、ホームページを共同で編集す る

な らば必然的に行 なわれる。すなわち、共同編集においては、学生は断片としての作文

をお互いに読み合い、文脈を発見し、断片を位置付けてテクス トを構成するために、ど

こを修正す るべきなのかを討論 し、間主観的に合意 しなければな らない。その過程で学

生は教官に依存す ることなく、相亙に作文を校閲し合 う。そ して さらに改訂のプロセス

を経て、各 自の作文がグループ全体 として有機的に統合 されたテ クス トにな り、ウェブ

サイ トで公開 されて読み手 との間に新たなコ ミュニケーシ ョンが生まれれば理想的で

ある。

 実践例においては編集 責任をグループの中のひ とりに任せたので、学生が互いの作

文 を校閲 し合い、改訂するまでの活発な相互作用には至らなかった。授業中に編集の時

間を設ける、または、他人の文章を校正する課題を与えるな ど、教宮側か らきっかけを

与 えることも必要だろう。

確かにCALLは 単独作業が多くなるとい う、ときにはマイナス要因 としてもはた ら



楢和 千春 203

く特性を持 っている。 しか し、CALLは ファイ リングを容易に し、また、電子メール

によるファイルの送受信を可能にす るので、共同編集に大変適 しているのである。

5。0ま と め

 本稿 では、まず、CALLが どのように利用され るかは、各時代で主流を占めている

語学学習のアプ ローチによって決まること、そ して、ネ ッ トワークに接続 されたコン

ピュータは現在 、主流であるコミュニケーション ・アプローチと不可分のメディアであ

ることを指摘 した。 また、インターネット上で情報を活用 しようと思えば、必然的に英

語力を伴わなければな らないこと、すなわち、情報活用能力 と英語力が不可分であるこ

とを述べ、 これ らの要因 を背景 として、CALLに よって英作文を指導する必要がある

ことを指摘 した。そ して、1999年 度京都大学全学共通科 目英語IIの 授業を実践例 と

して取 り上げ、この授業の利点 と検討課題を、主にネッ トワークの利用の観点から考察

を行なった。

 まず、電子メールの利用について、電子メールによって コミュニケー ションから時

間と場所の制約がな くなることは学生には個別的、主体的な学習、教官には仕事量の分

散 とい う利点をもた らすこと、課題 としては、作文の添削結果を受け取った順に速やか

に返却する方策を考えること、学生の海外との電子メールの通信は必ず しも活発ではな

かったので、海外 との双方向コミュニケーションの機会をなるべ く増やすために、BBS

やオンライン ・チャッ トな どの利用 も検討する必要があることを述べた。

 っぎにインターネ ットの利用について、情報収集の有力な手段であること、英作文を

ウェブサイ トで公開 し、学生に不特定多数の潜在的読み手を想定させると、実際の 目的

をもったコミュニケーションの場で作文させることが可能 となること、ウェブサイ トの

利用は指導する側にとつても授業に必要な情報を学生に周知 させた り、事務の効率化 を

図るために有効であることを利点としてあげた。一方、英作文をウェブサイ トで公開 し

ても、読み手の反応が返ってこなければコミュニケーシ ョンが成立 したか どうか、わか

らないので、多くの読み手を得る方策を考えねばならないことを課題 としてあげた。

 そ して、授業にグループ ・プ ロジェクトを導入す ることの意義についても述べた。 コ

ンピュータを用い ると、個人の関心 と必要に応 じた授業の個別化が図れ、学生に主体的

に学習させ ることができるが、反面、単独作業が多くなること、しか し、作文は、読み

手の反応 によって コミュニケーションの失敗 を知 り、改訂を重ね るプロセスであるか
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ら、そのような コミュニケーシ ョンを行な うきっかけとして グループプロジェク トを行

なわせ る必要があること、学生が個別に書いた作文を集め、編集 し、グループのホーム

ページに統合する過程において、作文を相互に校閲 し合い、改訂する必要が出てくるこ

とを指摘 した。 しか し、実践例では、編集責任者 をひ とりに決めて しまったことによ

り、このような相互作用には至らなかった。授業中に編集の時間を確保するな どの方策

を考える必要がある。

6.0お わ りに

 最後にCALLは 、実際的な状況において英語で書 く訓練をするための、よ り高度に

構築 されたプログラム となりうる可能性を持っていることを指摘 したい。それは、一つ

には、書 くことを調査から発表へ と至る情報活用の一連のプロセスの中によ りよく位置

づけ うるとい うことである。そして何より、CALLの プ ログラムの中には様々なステ

イタスの 「読み手」が配置され うる。

 「読み手」たちは、書くための手がか りを学生に与える。第一に、ネッ トワーク環壌

の利点に基づいてホームページ作成という目標を与えることにより、インターネ ット上

の不特定で潜在的な読み手を想定 して英語を書くこととな る。それは、モチベーション

と、作文内容を探索、選択、構成するための判断基準 とを学生に与える。そ してまた第

二に、ネ ッ トワークコンピュータ環境が、ページ編集作業をグループ ・ワークとして行

なうことを容易にする。その共同編集において今度は、作文はグループのメンバーとい

う実際の読み手に出会 うことができる。メンバー間での相互批評、自己校閲を とお し

て、学生は自分の作文をグループのページ全体の中に位置づけるためにどのように改訂

したらよいかを理解 しうる。

 さて、グループ ・ワークとしての編集作業は、ホームページ作成という大 目標の下位

工程である。そ してまた、編集 とは、不特定の読み手たちに理解可能な一貫性のあるテ

クス トを構成することに他ならない。 したがって、グループ内での相互校閲は、作成 し

てきた文章がインターネ ットという公共空間で不特定の読み手によって、よりよく読ま

れることを目指 した 「予行演習」として特徴づけることができる。 グループ内の実際の

読み手は、ネ ットの向こ うの読者たちの代役を演 じるのである。また、メールによる課

題 の提 出 ・添削のや りとりは、そのための さらなる予備的な作業 として位置づけ うる。

添削者はもっ とも基礎的な段階の読み手の役割を果たす。CALLが 「実際的な」英作



楢和 千春 205

文教育のために 「高度に構築 され うる」のだ とすれば、それはまさに以上のよ うな意味

においてである。 この ようなCALLの 可能性が十分に実現 され るのであれば、学生は

重層的に読み手 と出会 うことにより、英語で 「書 く=伝 える」ことを体得 しうるであろ

う。 本稿 ではCALLの もつ利点とそれが もた らす効果を最大にす るために検討すべ

きと思われた実践的な課題 について論 じた。
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Summary

Introducing CALL into the English Writing Class: Benefits and

Problems in the 1999 Class at Kyoto University

 Chiharu NARAWA

   Computer-Assisted Language Learning (CALL), once introduced into the En-

glish writing class, changes the learning method dramatically. E-mail and the In-

ternet give students easy access to a rich variety of source materials. In addition, 

the networked computer allows students to put the results of their research into 

published, written form. CALL creates a wider scale for English writing which 

includes interaction with readers as well as research and writing. Based on my 

experience in 1999 when I worked as one of Dr. Juan Leon's teaching assistants, I 

will report on benefits and problems encountered in introducing CALL into writing

classes.

   In the CALL writing class of 1999, the students were divided into small 

groups, and each group was assigned to build a homepage. The students were 

asked to research their topics using the Internet, and they were to write a 250-

word composition fortnightly. Assignments were sent by e-mail to Dr. Leon and 

his assistants for review. Students received feedback to assist them in revising their 

composition. All the correspondence between students and reviewers was made 

by e-mail. These short pieces of personal writing were edited into the homepage 

by each group at the term's end.

   There were the following benefits: First, students were able to correspond 

with the reviewer anytime and anywhere using e-mail. This increased students' 

autonomy for pursuit of self-guided study. Second, the Internet provided students 

with an authentic purpose for writing. The students' motivation was higher be-
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cause they were writing for an anonymous readership on a potentially expansive 

worldwide scale.

   There were some problems that limited the effectiveness of CALL: First, 

there is a risk that the backlog of work for the reviewer may diminish one of the 

main potential benefits of using  e-mail, as students may not be able to receive 

prompt responses from the reviewer. In order to allow prompt responses, stag-

gered deadlines should be set for each group. Second, there were few responses 

from overseas. Readership would increase if the homepage was linked to overseas 

educational sites. Lastly, each group assigned editing to only one member, who, 

for most cases, simply pasted pieces of the students' composition onto the home-

page. If the editing was done collaboratively in the networked classroom, there 

would be more interaction among students that may lead to mutual correction 

of drafts and, as a result, a better-organized page. The quality of writing will 

be improved by interaction with readers, and CALL has the potential to provide 

students with a constructive environment for writing.


